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暦の上では春を迎えますが、まだまだ寒い日が続きます。寒さや風邪に負けないように、毎日しっかり食べてこの冬を乗り切り

ましょう。

節分献立 ２日（月）

今月の献立

高岡食１９丼献立 １９日（木）
いく

日本遺産の日 １３日（金）

2月３日は節分献立で、主菜はいわしの梅

煮です。節分の日には、豆をまいて鬼を追い

払い、家族の健康や幸福を願います。また、

柊の枝にいわしの頭を刺して玄関に飾る風習

もあります。これは柊のトゲで鬼を刺し、い

わしのにおいで鬼を近付けないようにする魔

除けの意味があります。

今月の高岡食１９丼は、「高岡冬野菜のマーボー

丼」です。冬野菜は寒い雪の中で育つため、うまみ

や栄養がぎゅっとつまっています。また、このマー

ボー丼には、生姜やにんにくが入っています。生姜

には体を温めるはたらきがあり、にんにくには、ウ

イルスや細菌から体を守るはたらきがあります。栄

養たっぷりの丼を食べて、風邪を予防しましょう。

２月１３日

日本遺産の日

＼日本遺産認定ストーリー／

「加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち高岡－人、技、心－」

Ⓒ 高岡市

給食から高岡市が誇る歴史や文化について学ぼう！

２月１３日は「日本遺産の日」にちなんだ献立です。高岡市は、1609年に加賀前田家二代当主前田利長によって高岡城が

築かれた後、町民のまちとして発展してきました。華やかな祭札や鋳物・漆器等のものづくりの技等、町民文化が受け継がれ、

現在も息づいています。この高岡の歴史ストーリーが「加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち高岡―人、技、心―」とし

て日本遺産に認定されています。
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江戸初期には鉄製のくわや鍋、釜などを製作していましたが、江戸中期には
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は千本格子の家々が軒を連ねて、およそ 500mにわたって続く石畳
いしだたみ

の道が美しいたたずまいを見せています。また、御印
ご い ん

祭
さい

の前夜祭では鋳物師
い も じ

の作

業唄である「弥栄
や が

節
えふ

」が歌い踊り流されます。 

大根と黒こんにゃくをサイコロ状にして金屋町
かなやまち

の石畳
いしだたみ

を表現しました。 
金屋町
かなやまち

で探してみてくださいね 


